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要 旨 

  本稿では、シテシマウのムード的な側面の感情・評価性に焦点をあて、まず、個々の用

例の表す感情・評価的な特徴を示した。シテシマウの感情・評価的な特徴は、ムード、人

称性、テンスによって異なる。＜ものがたり文＞をつくる叙述法であれば、嘆き、後悔、

困惑といった否定的な態度が多いが、喜びや満足感といった肯定的な態度を表す場合もあ

る。＜まちのぞみ文＞をつくる勧誘・意志法や＜さそいかけ文＞をつくる命令法であれば、

出来事の実現が好ましいといった肯定的な態度で聞き手に促しや指示をする。また、テン

スの観点からみると、忠告や非難、不満といった否定的な態度を表す例は過去形よりも非

過去形の場合に多いことが明らかとなった。シテシマウが表すこれらのさまざまな態度を

考察した上で、この形式に共通するムード的な意味は＜意外性＞であるということを述べ

た。＜意外性＞とは、基本的に話し手の立場からのさしだされる出来事に対する評価であ

るが、二人称、三人称の文の場合は、話し手が聞き手や第三者の立場にたって＜意外性＞

を表現している例もあることがわかった。 

 

【キーワード】シテシマウ、ムード的な意味、意外性、人称、テンス 

 

 

0．はじめに 

本稿の記述の対象であるシテシマウとは、動詞に補助動詞「しまう」のついた形をさ

す。「～しまう」「～しまった」「～しまおう」「～しまえ」等、その形態的なバリエーシ

ョンをまとめて、本稿ではシテシマウと呼び、個々の形については前述のように括弧つ

きひらがな表記で示すことにする。なお、今回は従属文の述語のものについては調査の

対象から外し、単文ならびに複文の主文の終止の位置にくるシテシマウについてのみ扱

うことにする1。 

 シテシマウの用例は、国立国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コーパス（通常版）』

オンライン版「中納言」（以下、BCCWJ-NT）を使用し収集した。今回分析した用例は、1990

年代から2000年代に出版物として刊行されたものからの例（公開済みのWEB上の文書も

一部含む）に限定した。 
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シテシマウのムード的な意味（渡真利） 

1．研究の目的と方法 

 シテシマウに関する研究が数多くある中、ムード的な側面について触れている先行研

究では、いずれもシテシマウがムード的な意味2のみを表す形式ということではなく、ア

スペクト的な側面も認めながら、何らかの感情・評価的なものも表していることが指摘

されている（吉川1973、杉本1991、杉本1992、藤井1992、鈴木1998など）。 

藤井（1992）では、ものがたり文3のシテシマウの感情・評価的な態度について人称別

に記述している。その中で、シテシマウを「主体の動作や変化や状態の実現あるいは終

了を、しくじり、不都合としてとらえる話し手の評価、失望、困惑、感慨としてとらえ

る話し手の感情を表している」としている。さらに、この話し手の感情・評価的な態度

には、限界達成というアスペクト的な意味がつきまとっているようであると指摘し、シ

テシマウがムード的な性格とアスペクト的な性格の複合性を持っていることを認めてい

る。 

 

「してしまう」という形の基本的な意味を規定するとすれば、＜限界達成にともな

うところの感情・評価の表現＞という複合性のなかにもとめなければならなくなるだ

ろう。（藤井1992：27） 

 

また、動詞の種類別にムード的な側面である＜感情・評価性＞の表れ方の強さが異な

ることも指摘している。藤井（1992）によれば、限界動詞は語彙的な意味にすでに限界

を表しているので、シテシマウ形で限界達成を表す必要はなく、なんらかの感情あるい

は評価の表現としてはたらくとし、シテシマウの意味についてアスペクト的な側面が基

本ではないと捉えている。一方で、ポテンシャルな限界動詞の場合は、かならずしも感

情・評価の表現者ではなくなり、アスペクト的にはたらくとも述べている（藤井1992：

25-26）。 

 本稿では、先行研究で指摘されているシテシマウの文法的な意味におけるムードとア

スペクトの複合性について認めつつ、この形式のムード的な側面のほうに焦点をあて、

用例を示しながら、シテシマウの表す感情・評価性について記述していくことにする。 

 本稿で考察するムード的な意味とは、この文のモダリティーの一つの要素であると考

える。モダリティーとは、「《私》のたちばからする、対象的な内容と現実との関係のし

方」（奥田1984：240）である。モダリティーは、述語になる単語のムードの形を中心に

表されるものであるので、シテシマウのムードの形別にこれらの形式を見ていくことに

する。 

また、話し手《私》と文の対象的な内容と現実との関係という観点でいえば、文の時

間性や文の人称性も、モダリティーとならんで文の陳述性を担う重要な文法的な要素で

ある。モダリティーというのは、基本的に話し手のものであるが、シテシマウがさしだ
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す動作・変化・状態は、話し手のものもあれば、聞き手のもの、また第三者や物事の場

合もある。つまり、話し手がある動作・変化・状態に対して何らかの感情・評価をしめ

す際に、その動作・変化・状態が自分自身のものであるか、あるいは聞き手ものか、第

三者のものであるかにより、その性質も変わってくる可能性があるのである。藤井

（1992）もこのことに注目し、文の人称性を分析の観点に取り入れている。このことは

テンスについても同様である。シテシマウには「してしまう（してしまいます）」と「し

てしまった（してしまいました）」のテンスの対立もあり、さしだされる動作・変化・状

態が実現済みかどうかを表しわけている。話し手が認識するその事態が実現済みかそう

でないかによって、その事態に対する＜感情・評価＞はかわってくることが予想される。 

以上のことから、本稿でシテシマウのムード的な意味を考察していく手順として、シ

テシマウのムード、そしてテンス、文の人称性を分析の観点に入れ、それらの要素別に

用例を示し、この形式の表す感情・評価性について述べていくことにする。 

 

 

2．シテシマウのムード的な意味 

今回、BCCWJ-NTを使用した調査では、＜ものがたり文＞の述語となる叙述法断定の用

例は、27,063例であった。そのうち非過去形「してしまう（してしまいます）」は 12,835

例、過去形「してしまった（してしまいました）」は 14,228例であった。

文＞の述語となる勧誘・意志法「してしまおう（してしまいましょう）

＜まちのぞみ

」は

そいかけ文＞の述語となる命令法「してしまえ」は 52例であった。 

171例、＜さ

 

2.1．叙述法過去形「してしまった」のムード的な意味 

すでに実現済みである出来事をさしだしている叙述法過去形「してしまった（してし

まいました）」は、個別具体的な内容が多いという点で非過去形の場合と異なる。このこ

とから、まずは、非過去形よりもアクチュアル性の高い用例が多い過去形について、以

下、人称別に記述する。 

 

2.1.1．一人称過去形の場合 

「してしまった（してしまいました）」を述語に持つ文が一人称の場合では、話し手自

身の実現済みの動作に対する、話し手の嘆き、後悔、困惑、驚きなどの態度を表す。 

 話し手の意志とは関係なく起こる動作・変化・状態をさしだす場合、それらの事態が

ひとたび実現すると元に戻すことができない、後戻りができないというような状況であ

り、シテシマウという形で否定的な感情・評価を表すことが多い。 

 

 



シテシマウのムード的な意味（渡真利） 

1) 「はい、あなたも何かどうぞ」 

 そう言って誰か、私にもグラスを差し出してくれた人がいた。 

「ありがとうございま…あ！」 

言いかけて思わず声をだしてしまった。彼女だったのだ！ 

「ああ…まえにも一度会ってましたね。どうも、こんばんは。私、神野真知子とい

います。さあどうぞ」 

彼女は微笑んで、もう一度グラスを私の手にのせなおした。（悩ましいほどおしゃ

れな恋を） 

2) 高鷲が犯罪に荷担したことは神崎から聞いたが、その経緯を自分は知らない。 

「話してくれないか。なぜ、あなたが神崎たちの計画に手を貸すことになったのか」  

高鷲は髪を撫でながら、言った。 

「私は六年前の内陸旅行中に判断を誤り、オブザーバーに重傷を負わせてしまった。

その事故のことは知っているな？」（サスツルギの亡霊） 

3) 監房の壁は緑の黴の厚い層によって覆われており、右の壁は水の小さな流れが走り、

壁の湿気で膨らんだ割れ目やくぼみの中を滴り落ち、壁から離れて、床の上に雫を

落とした。一定の間隔をおいて、ポトン、ポトン、ポトンという音が聞こえてきた。

板寝床に這い上がった私は寝入ってしまった 。私が寝ているのに気がつくと、看

守は私を起こして、昼間は寝てはいけないことになっていると警告した。私は夢う

つつに何かを呟いたが、またすぐに寝入ってしまった。（夫ブハーリンの想い出） 

 

 シテシマウの意味として、否定的な態度を表すものが多いと言われる（藤井1992など）

が、実際の用例には否定的な態度とはとれないものもある。 

 

4) 五月には『或村の近世史』が、社会科学書の出版で名のとおる聚英閣から出た。 こ

れが呼び水になって至上社のポケット・ライブラリイに『農村問題原理』を書くこ

とになった。日頃あたためてきた問題である。筆が面白いくらいに走った。四百字

詰百三十枚ほどの小著だが、半月あまりで書き上げてしまった。九月にはもう本に

なった。（われ山に帰る） 

5) 八月三十一日 土曜日（晴曇雨） 長い夏休みも、もうすみました。夏休みの間、

家では重い病気にかかった人は、一人もありません。昼から庭のすみにある草をぬ

いたり、草をかったり、どぶそうじをしたり、おそうじをしました。夕方に少し雨

がふりました。今日で夏休みのしゅくだいを皆仕上げてしまいました。しゅくだい

を皆したのでほっとしました。（昭和二十一年八月の絵日記） 

6) 表面は陽気に振舞いながらも苛立ちを掩いきれなかった時期とはまったくちがっ

た充足感が、昭和三十年の日記には感じられる。少年時代からの夢想を自分はこと






























